
こんにちは！水道局です
～くらしを守り 未来までささえ続ける かごしまの上下水道～

◀決算の状況
（水道局ホームページ）

(3)老朽化対策
【具体的な取組事項】
○水道管路・施設の更新、長寿命化

　中長期的な更新需要を見据えた更新計画に基づき、計画的な更新や長寿命化を行います。
○下水道管路施設（汚水・雨水）・処理施設（汚水）の更新、長寿命化

　中長期的な更新需要を見据えた改築計画に基づき、計画的な更新や長寿命化を行います。
○河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新

　河頭浄水場の甲系統は、昭和40年に通水し、施設の老朽化が進み耐震性も劣っているため、更新を行います。
○工業用水道管路・施設の更新

水道事業・公共下水道事業の決算（令和３年度）の概要

注１…資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、減価償却費等により生じる内部留保資金で補てんしました。
注２…雨水に関する支出は、全て雨水に関する収入（公費など）で賄われています。
○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。決算状況等については、水道局ホームページ・情報コーナーでも公表しています。

　水道事業及び公共下水道事業はともに純利益（黒字）を確保することができました。３年度に生じた純利益は、施設の整備等の資金として活用して
いきます。今後とも、より一層の経営の効率化に取り組むなど健全な事業運営を図りながら、水道事業においては安全で良質な水の安定的な供給に、
公共下水道事業においては快適な生活環境の確保や公共用水域の水質保全に努めていきます。

「鹿児島市上下水道ビジョン」の策定に
あたっては、お客様意識調査（アンケー
ト）（令和２年８月実施）を行いました。

水道料金、下水道使用料を九州県都で比較すると、鹿児島市は「水道料金は１番安く」、「下水道使用料は２番目に安く」なっています。
（標準的な家庭（１か月20㎥ 使用）における場合の金額：令和３年度末現在）

【経理課　TEL：２１３-８５１０】

【経理管理課　TEL：２１３-８５０７】【水道整備課　TEL：２１３-８５２７】【下水道建設課　TEL：２１３-８５３８】

【経営管理課　TEL：２１３-８５０７】

基本目標1「安全で快適なくらしと良好な水環境」施策と取組事項
１ページから続く

 

水
道
事
業

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入と支出 ＝ 収益的収支 （税抜） 水道施設を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支 （税込）

収入111.6億円 支出94.6億円

純利益　17.0億円

収入12.8億円 支出63.8億円

その他　　12.0億円

水道料金
99.6億円

内部留保資金（注1）
51.0億円

浄水場や配水管など
施設の整備費用

37.5億円

施設の整備のために借りた
資金の返済 26.3億円

水をつくり、
家庭などに送る費用

88.9億円

施設の整備のために
借りた資金の利子など
5.7億円

施設の整備のために
借りた資金 9.4億円
補助金など 3.4億円

公
共
下
水
道
事
業

家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入と支出
+ 雨水に関する収入と支出 ＝ 収益的収支 （税抜） 下水道施設（汚水・雨水）を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支 （税込）

純利益　5.2億円

収入98.1億円 支出92.9億円 収入44.6億円 支出66.9億円

雨水に関する収入
21.9億円

雨水に関する費用
21.9億円

汚水施設の整備のために
借りた資金　15.6億円

雨水施設の整備のために借りた
資金の返済 13.6億円

下水道使用料
56.6億円

汚水の補助金など
19.6億円

汚水の補助金など 8.9億円

雨水に関する収入
20.1億円

雨水施設の整備費用 6.5億円

内部留保資金（注1）
22.3億円

汚水施設の整備費用
29.1億円

汚水施設の整備のために借りた
資金の返済 17.6億円

汚水を集め、
きれいにする費用

67.0億円

その他
0.1億円

（注２） （注２）

汚水施設の整備のために
借りた資金の利子など
4.0 億円

安全・安心 強靱 持続   
管路・施設の

更新・長寿命化を実施

 

  

効果的な維持管理業務データを管理、分析

▲「老朽化対策」のイメージ 

▲「適切な維持管理」のイメージ 

（４） 適切な維持管理
【具体的な取組事項】
○水道管路・施設の適切な維持管理　　○下水道管路・処理施設（汚水）の適切な維持管理

　計画的に点検調査を実施し、予防保全に取り組むとともに、点検調査結果等の情報を
データベース化し、管理・分析することで、効率的で効果的な維持管理を推進します。

○下水道管路施設（雨水）の適切な維持管理
　計画的に点検調査を実施し、予防保全に取り組みます。

 

▲お客様意識調査結果
（水道局ホームページ）

今後の水道事業で、優先的に実施すべきもの
を次の中から３つ選んでください。問 今後の下水道事業で、優先的に実施すべきも

のを次の中から３つ選んでください。問
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